平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)第 (だい)８回 (かい)障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)　会議録 (かいぎろく)

日時 (にち じ)：平成 (へいせい)３１年 (ねん)　２月 (がつ)１９日 (にち)（水 (みず)）１３：３０～１５：３０
場所 (ば しょ)：三重県 (みえけん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)福祉 (ふくし)センター (せんたー)大研修室 (だいけんしゅうしつ)
参加者 (さんか しゃ)：プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)４名 (めい)、代理 (だいり)出席者 (しゅっせきしゃ)１名 (めい)
事務局 (じむきょく)２名 (めい)

１　会議 (かいぎ)の内容 (ないよう)
（１）自己 (じこ)紹介 (しょうかい)
　メンバーの代理 (だいり)で出席 (しゅっせき)した方 (かた)が自己 (じこ)紹介 (しょうかい)しました。
（２）思 (おも)いの共有 (きょうゆう)
　当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)それぞれの「私 (わたし)の思 (おも)い」をメンバー (めんばー)の皆 (みんな)で共有 (きょうゆう)しました。
（３）伊賀 (いが)圏 (けん)域 (いき)くらし部会 (ぶかい)との交流会 (こうりゅうかい)について
　伊賀 (いが)圏 (けん)域 (いき)くらし部会 (ぶかい)の茶話会 (さわかい)について、出席者 (しゅっせきしゃ)が報告 (ほうこく)しました。
（４）今後 (こんご)の当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトについて
　今後 (こんご)の活動 (かつどう)について話 (はな)し合 (あ)いました。
	○出 (で)た意見 (いけん)

	（１）思 (おも)いの共有 (きょうゆう)
　・　伊賀 (いが)圏域 (けんいき)研修 (けんしゅう)、何 (なん)とかできた。
　・　津 (つ)シティマラソン（１０km (きろめーとる)）完走 (かんそう)した。前 (まえ)、事務局 (じむきょく)にいた人 (ひと)と偶然 (ぐうぜん)会った (あった)。
　・　役場 (やくば)との関係 (かんけい)は、少し (すこし)良 (よ)くなった感 (かん)じがする。
　・　２月 (がつ)１日 (にち)、父 (ちち)が倒 (たお)れ、救急車 (きゅうきゅうしゃ)で運ばれた。ＩＣＵ (あいしーゆー)から出 (で)た父 (ちち)が、ショッキングなことを母 (はは)に言 (い)った。その内容 (ないよう)を母 (はは)から聞 (き)き、自分 (じぶん)の存在 (そんざい)意義 (いぎ)・生 (い)きるということをあらためて考 (かんが)えている。
　・　プロジェクトで地域 (ちいき)に行 (い)けたことがとてもよかった。（自分 (じぶん)の活動 (かつどう)可能 (かのう)な時間帯 (じかんたい)で参加 (さんか)できた。）
　・　２月 (がつ)１７日 (にち)に誕生 (たんじょう)日 (び)を迎 (むか)えた。伊賀 (いが)で講演会 (こうえんかい)に出席 (しゅっせき)し、お笑 (わら)い芸人 (げいにん)にいじられた。
　・　一 (ひと)つ活動 (かつどう)すると、そこでまた別 (べつ)の活動 (かつどう)が入 (はい)る。
　・　３月 (がつ)に沖縄 (おきなわ)へ行 (い)きたい。みんなから「無理 (むり)するなよ。」と言 (い)ってもらっている。
　・　最近 (さいきん)囲碁 (いご)にはまっている。先日 (せんじつ)も負 (ま)けたが楽 (たの)しかった。
　・　合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の研修 (けんしゅう)のあと、パン屋 (や)に寄 (よ)ったらとても可愛 (かわい)い店員 (てんいん)さんがパンを取 (と)ってくれた。今日 (きょう)も寄 (よ)ったら、その店員 (てんいん)がいた。
[bookmark: _GoBack]　・　知 (し)り合 (あ)いに誕生 (たんじょう)日 (び)プレゼントを渡 (わた)した。
　・　名古屋 (なごや)のラーメン祭 (まつ)りで、福島 (ふくしま)の鶏 (とり)白湯 (ぱいたん)ラーメンを食 (た)べてきた。
（２）伊賀 (いが)圏 (けん)域 (いき)くらし部会 (ぶかい)との交流会 (こうりゅうかい)について
　①　２月 (がつ)１６日 (にち)　成美 (せいび)グループ
　・　本人 (ほんにん)が知的 (ちてき)障害 (しょうがい)ということもあり、意見 (いけん)をいただけなかった。
　・　印象 (いんしょう)に残 (のこ)ったのは、本人 (ほんにん)が「もう、この歳 (とし)になって新 (あたら)しいことしたくないなぁ。」と話 (はな)していたこと。
　・　今後 (こんご)もこのような茶話会 (さわかい)を続 (つづ)けていけるといい。
　・　家族 (かぞく)からは、「（出席 (しゅっせき)しているプロジェクトの）皆 (みな)さんは、地域 (ちいき)で生活 (せいかつ)できるからそうしていると思 (おも)うが、うちの子 (こ)は無理 (むり)。」という意見 (いけん)が出 (で)た。
　・　（質問 (しつもん)）法人 (ほうじん)の記者 (きしゃ)会見 (かいけん)について、何 (なに)か触 (ふ)れていたか。
（回答 (かいとう)）特 (とく)に話 (はなし)はなかった。
·  （質問 (しつもん)）何人 (なんにん)くらい参加 (さんか)していたか。
（回答 (かいとう)）全部 (ぜんぶ)で１９人 (にん)。
　②　２月 (がつ)８日 (にち)　はなの里 (さと)グループ
　・　参加 (さんか)メンバーおのおのの視点 (してん)で話 (はなし)ができて良 (よ)かった。いろんな選択肢 (せんたくし)を示 (しめ)すことができた。
　・　意見 (いけん)を聴 (き)けば聴 (き)くほど、閉鎖的 (へいさてき)で情報 (じょうほう)が少 (すく)ないんだろうと思 (おも)った。参考 (さんこう)にはしてもらえても、実行 (じっこう)には移 (うつ)せないかなと思 (おも)った。
　・　いろんな暮 (く)らし方 (かた)を伝 (つた)えることができて良 (よ)かったと思 (おも)う。雨 (あめ)松 (まつ)さんの話 (はなし)を聴 (き)いて、自分 (じぶん)も昔 (むかし)はちゃんと計画 (けいかく)を立 (た)ててやっていたことを思 (おも)い出 (だ)した。４０歳 (さい)を過 (す)ぎると面倒 (めんどう)くさくなるもの。
　・　参加者 (さんかしゃ)も「外出 (がいしゅつ)が好 (す)き。」と言 (い)っていたので、もっと出 (で)かけてくれるといいなと思 (おも)った。
　・　職員 (しょくいん)しか相談 (そうだん)する人 (ひと)がいないというのが問題 (もんだい)だと思 (おも)った。
　・　「移動手段をもっと見つけるといいね。」と伝えた。
　・　相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)と連絡 (れんらく)を取 (と)ることになり、新 (あたら)しい支援 (しえん)ができるかなと思 (おも)う。
　・　伊賀 (いが)圏 (けん)域 (いき)くらし部会 (ぶかい)関係 (かんけい)の活動 (かつどう)は、くらし部会 (ぶかい)の予算 (よさん)でやってもらった方 (ほう)がいい。（今 (いま)まで、企画 (きかく)はくらし部会 (ぶかい)、予算 (よさん)は障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト）
　・　施設 (しせつ)職員 (しょくいん)は、いろんな思 (おも)いがあっても、やらなくてはいけないことがあり、葛藤 (かっとう)があるのだと思 (おも)った。
　・　プロジェクトのメンバーで、役割 (やくわり)分担 (ぶんたん)をもう少 (すこ)しちゃんと決 (き)めておく方 (ほう)がよかった。来年度 (らいねんど)以降 (いこう)の課題 (かだい)。プロジェクトとしての活動 (かつどう)を提示 (ていじ)できるような明確 (めいかく)なものにしないといけない。例 (たと)えば、個人 (こじん)への依頼 (いらい)なのか、プロジェクトの活動 (かつどう)として開催 (かいさい)するものなのかなど。
（３）今後 (こんご)の当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトについて
　・　２０１９年 (ねん)５月 (がつ)１２日 (にち)（日 (にち)）事業所 (じぎょうしょ)職員 (しょくいん)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)（来年度 (らいねんど)、市町 (しちょう)職員 (しょくいん)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)は実施 (じっし)しない）
　・　特別 (とくべつ)支援 (しえん)学校 (がっこう)で保護者 (ほごしゃ)向 (む)けに一度 (いちど)、開催 (かいさい)したい。最近 (さいきん)の特別 (とくべつ)支援 (しえん)学校 (がっこう)は施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)を勧 (すす)めているらしい。ヘルパーの使 (つか)い方 (かた)を知 (し)らない保護者 (ほごしゃ)がいる。当事者 (とうじしゃ)が話 (はな)すことで、何 (なに)か変 (か)わることがあるのではないか。
　・　今年度 (こんねんど)できなかった南部 (なんぶ)での地域 (ちいき)開催 (かいさい)だが、志摩市 (しまし)地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援 (しえん)協 (きょう)議会 (ぎかい)から働 (はたら)き方 (かた)プロジェクトの話 (はなし)がある。プロジェクトから地域 (ちいき)への働 (はたら)きかけが必要 (ひつよう)。
　・　プロジェクト活動 (かつどう)の報告会 (ほうこくかい)を開 (かい)催 (さい)したいが、各市町 (かくしまち)の認知度 (にんちど)が低 (ひく)く、開催 (かいさい)してもどれだけの市町 (しまち)が参加 (さんか)するか期待 (きたい)少 (すく)ない。
　・　そもそもメンバーのみんなは、プロジェクトについて、どのような思 (おも)いを抱 (いだ)いているのか。
　・　プロジェクトの目的 (もくてき)を実現 (じつげん)するために、プロジェクトに参加 (さんか)した。当初 (とうしょ)のメンバーで、「参加 (さんか)したいけど、時間 (じかん)ないなぁ。」と言 (い)って欠席 (けっせき)する人 (ひと)や、地域 (ちいき)開催 (かいさい)などの検討 (けんとう)を始 (はじ)めるようになり、「自分 (じぶん)が参加 (さんか)していてもいいのかな。」と考 (かんが)えるメンバーが出 (で)てきて、参加者 (さんかしゃ)が減 (へ)ってきた。リーダーシップを取 (と)れる人 (ひと)がいないため、検討 (けんとう)する内容 (ないよう)が増 (ふ)えても話 (はなし)が進 (すす)んでいかなくなった。みんなが当初 (とうしょ)の参加 (さんか)目的 (もくてき)を思 (おも)い返 (かえ)してほしい。原点 (げんてん)回帰 (かいき)が必要 (ひつよう)。
　・　参加者 (さんかしゃ)一人一人 (ひとりひとり)が、「どういう社会 (しゃかい)にしていきたいか。」という思 (おも)いを持 (も)つことで、課題 (かだい)が見 (み)つかるのではないか。その思 (おも)いを持 (も)ってプロジェクトに臨 (のぞ)めば、活気 (かっき)のある話 (はな)し合 (あ)いができると思 (おも)う。
　・　昨年度 (さくねんど)で辞 (や)めようと１回 (かい)思 (おも)ったが、「無責任 (むせきにん)である。」。「自分 (じぶん)に嘘 (うそ)をつくのではないか。」と思 (おも)い、今年度 (こんねんど)も活動 (かつどう)してきた。
　・　立 (た)ち上 (あ)げ当初 (とうしょ)は、互 (たが)いの障 (しょう)がいの違 (ちが)いを知 (し)るところから始 (はじ)まった。メンバー間 (かん)の格差 (かくさ)、メンバーの３分 (ぶん)の１が同 (おな)じ法人 (ほうじん)に属 (ぞく)していた。
　・　地域 (ちいき)の受 (う)け皿 (さら)がないこと、活動 (かつどう)の検討 (けんとう)ものらりくらりして、当初 (とうしょ)考 (かんが)えていた活動 (かつどう)が実施 (じっし)できなかった。
　・　自分 (じぶん)の思 (おも)いが揺 (ゆ)らいでいるのに、新規 (しんき)メンバーを募 (つの)るのはどうかと思 (おも)う。
　・　他 (ほか)の会議 (かいぎ)などの情報 (じょうほう)も、参加 (さんか)したメンバーが共有 (きょうゆう)してほしい。
　・　これまで活動 (かつどう)してきたからこその課題 (かだい)。
　・　基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)においても、三重県 (みえけん)としてのモデルを確立 (かくりつ)できた。
　・　プロジェクト内 (ない)でリーダーや補佐役 (ほさやく)など役割 (やくわり)分担 (ぶんたん)を決 (き)めて活動 (かつどう)する。
　・　当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトを、津 (つ)だけでなく地域 (ちいき)にもっと広 (ひろ)げていく。そのために各自 (かくじ)、研 (けん)さんが必要 (ひつよう)。
　・　出席者 (しゅっせきしゃ)だけで次回 (じかい)の開催 (かいさい)日 (び)を決 (き)めることが、出席 (しゅっせき)するメンバーを固定 (こてい)させる原因 (げんいん)かもしれない。
　・　自分 (じぶん)の経験 (けいけん)について、依頼 (いらい)があればいくらでも話 (はなし)をする。
　・　白血病 (はっけつびょう)で入院 (にゅういん)していたとき、別 (べつ)の入院 (にゅういん)患者 (かんじゃ)が今 (いま)の法人 (ほうじん)の代表 (だいひょう)に支援 (しえん)されていたことで、代表 (だいひょう)と知 (し)り合 (あ)った。働 (はたら)き始 (はじ)めて３年 (ねん)くらい。



３．これからの内容 (ないよう)について
（１）これからのプロジェクト (ぷろじぇくと)の予定 (よてい)
○平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)第 (だい)９回 (かい)プロジェクト (ぷろじぇくと)
・　次回 (じかい)（第 (だい)９回 (かい)）のプロジェクト (ぷろじぇくと)は、平成 (へいせい)３１年 (ねん)３月 (がつ)２０日 (にち)（水 (すい)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)からです。
・　来年度の計画とプロジェクト活動について、自分の思いをフリートークします。
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